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各都道府県教育委員会殿

各市区町村教育委員会殿

各都道府県幼小中高学校長殿

昭和53年 7月 30日

全国バズ学習研究連絡会長

姫路市立白鷺中学校長

第 13回全国バズ学習研究会長

広島県豊町立豊中学校長
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4 共

5 後 援

第13圃全国バズ学習研究集会御案内

「教育とは何かJ「指導とは何か。」という教育の本質を究めようと「バズ学習」

の名のもとに教育研究を行なってまいりました。そして,今年第13回 の全国研究集会

を迎えることができました。

今次集会は,教育の基盤である地域教育づくりをめざし,具体的には,幼・ 小・ 中

・高一貫 した教育態勢づ くりを,各校教育実践者ならびに教育研究者が一堂に会 し,

それぞれの立場から実践を出し合い,討議 し合う中で模索することを,主要なねらい

に致しました。

今次集会を下記要項にもとづいて開催致しますので,ぜひ先生方に御参加いただき

たく,御案内を申し上げます。

催 期 目

究 主 題

催

催

昭和53年 10月 20日 (金)21日 (土)(2日 間)

地域の教育課題をふまえた教育内容の創造

一一幼・小・ 中・高一貫教育態勢づ くりをめざして一一

全国バズ学習研究連絡会

広島県豊高校区教育推進協議会

広島県教育委員会

豊町ならびに豊町教育委員会

豊浜町ならびに豊浜町教育委員会

広島県高等学校教職員組合

広島県同和教育研究協議会

広島県尾三地区高等学校同和教育推進協議会

広島県解放・バズ教育推進研究会高校部会

広島県豊田郡下島PTA連 合会

広島県立豊高等学校PTA



6 会 場

体 会

科 会 会

公 開 授 業 校 (J

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

7 日   程

ゆたか   とよはま

広島県豊田郡豊町・豊浜町 (案内図参照)

場  豊町立豊中学校体育館  ・

場  豊町立久比小学校

豊町立豊中学校

広島県立豊高等学校

豊町立沖友小学校・

〃 久比小学校・

〃 豊小学校

〃 豊中学校

豊浜町立斎小学校

全

分

同幼稚園

同幼稚園

大浜小学校

豊島小学校

豊浜中学校

広島県立豊高等学校

〃
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〃
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20日 (金 )

授 業

校)
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鉢

会 行 事

調 提 起

(全体会)

分 科  会

(3会場) 辞
い

科  会

(3会場)

第2日

  ffi)曇
８

９

21日 (土)

記 念 :講 演  講師 名古屋大学名誉教授 南山大学教授 塩田芳久先生

本研究集会のねらい

21世紀がそこまで近づいている今日の社会において,その21世紀を生きようとする児童,生徒は

なによりも人間尊重の精神に基づいた民主的な社会人として成長することが要請されています。

それには,学校教育においても,あ らゆる教育活動を通じて,児童・ 生徒が相互に認め合い,協同じ

て,自 己課題を達成していける力を体得できるように援助しなければなりません。

そして,その教育内容は,児童・ 生徒とそれを取り巻く地域の実態を直視する中で,教育課題をつか

み,幼・ 小・ 中に準義務教育化された高をも包括し,一貫した教育態勢の確立をめざしつつ創造するも

のでなければなりません。その観点から,今年度結成された組織が,本研究集会の地元実行委員会であ

る,広島県豊高校区教育推進協議会であります。

この教育運動は,差別を許さない子どもを育てる同和教育と認知的学習と態度的学習の同時的達成を

ねらうパズ学習とが統合される中で展開されようとしています。

したがって,本研究集会においては,そ うした地元の運動を援助する意味も含めて,全国の幼・ 小・

中・ 高,それぞれの立場での実践を出し合い討論し,共通理解の上に立って,地域の教育課題とは何か。

その教育課題をふまえた一貫教育態勢とはなにをすることなのか。を可能なかぎり明らかにしたいと願

っています。

こうした観点からの教育活動の必要性は認めながら,そ うした実践の報告が極めて少ないのが現状で

はないかと思います。

本研究集会においては,可能なかぎり幼・ 小 0中 0高の共通の場を求めて,こ の一点に集中した研究

会として,文字通り創造への第一歩として成功を期したいと思います。

一け
鋒
」● 15:00

受 付

(各校で)



10 分科会構成ならびに役員一覧 (若千の変更がある場合もあります。)

分科会名 研 究 主 題 研 究 内 容 者案提校案提

第 1分科会

(マ号
態勢づ

)

一貫態勢づくり

をどうすすめる

か。

基調提起を受けて一

貫教育態勢づくりの

具体的な方向付けを

模索する。

船場小   (姫路)F劇二寛次

白鷺中   (姫路)が臓科■亀夫

校区教推進協 (現地>横手登重雫=

第 2分科会

(言警集団
づ

)

第 3分科会

(特設パズ)

学級集団づくり

をどのようにす

すめるか。

学級集団からはみ出

さされている子ども

を中心に集団づくり

を考える.

城南小

五個荘小

千両小

(姫路)

(滋賀)

(豊川)

渕
ユ山言症克 校区教推進協 (現地

'沐

鋼嘉壬直

地域バズなど,

特設バズをどう

広げるか。

今日までの実践の洗

い直しを軸に今後の

方向性をさく
゛
る。

高丘中   (姫路)爆浦昭一郎

林田中   (姫 路追加藤 倖一

寝屋川四中 (寝屋川).酉尾 _時雄 校区教推進協 (現地)ン亀本 邦彦

第 4分科会

(言語と生活)

言語と生活をど

のように結びつ

けるか。

今日もっとも欠除し

ている表現力をどう

つけていくかを中心

に考える。

八万南小  (徳島)Jヒ村 艶子 南部中

藤山台中 (春日井)颯表島一部雄―校区教推進協

(豊りlD輔転木  昭

(現地)で轟ぜ馨 勉

第 5分科会

(社会と生活)

社会生活におけ

る社会的認識を

どう育てるか。

社会人として,地域

を中心として社会状

況を適確につかませ

る教育内容を考える。

勝川小

高座小

旭陽小

(春 日井)磁燿■修吾 白鷺中   (姫路)緩孵肝忠実

(春 日    
‐
安広 大里中   (静岡ユ安居院達男

(姫路)メ握≧_正弘 校区教推準協 (現地L盤意_光彦

第 6分科会

(自 然と生活)

自然をみつめ,

とらえる力をど

う育てるか。

自然認識をどのよう

な教材内容の中でつ

くり出していくかを

考える。

新宮小  (兵庫新宮n~~平 野  博

八木小    (姫路)=撰_  肇

城南小   (姫路)山 本  岡」

富川小  (山梨富沢)望月久美子

泉中  (岐阜土岐)-7‐イ幸彦

校区教推進協 (現地)脚鞠募―真

第 7分科会

(数 と生活)

かずと生活をど

う結びつけてい

くか。

計算でのつまづきの

分析から,指導内容

を考えてみる。

中央台小  (春 日井)加藤 孝史

篠木小  (春 日井ン加藤 一成

安室東小   (女臣路卜堀江 光明 校区教推進協 (現地テ屋 敷  光

第 8分科会

(健康と生活)

第 9分科会

(芸術と生活)

健康な生活を送

るためにはどう

したらよいか。

体力増強に向けての

動きの工夫を中心に

考えてみる。

小清水小  (豊田市)野村―豊治 高座小  (春 日井)r士撰ド正広

東部中  (春 日井)継嗜凛覇蓼6

小宅小  (兵庫竜野)辞安■靴き
~校

区教推進協 (現地)竜
鶉軒

降村田

芸術的な表現力

をどう育てるか

感動し,そ して創造

へと向う道すじを明

らかにする。

砥堀小 (姫路)円TT~翠

校区教推進協 (現地)嚢尾汁東



者会

尾 L 茂夫  (兵庫)

松本 重雄 (春 目井)

国 実  忠  (現地)

竹本 篤 1/Ak(豊 田市)

石部
‐
清和  (滋賀)

堀1江: 常登  (現地)

絞細 良久  (土岐)

永 浜  進  (姫路)

船越 和吉  (新潟)

井川 武彦  (現地)

稲垣 菊夫  (瀬戸)

古 り|1 厳  (徳島)

宮崎 淳右  (長崎)

塩田 博久  (現地)

、今尾 啓一 (春 日井)

牛尾:照夫  (姫路)

池上 誉雄  (鳴門)

大 成  治  (現地)

石 原  貢  (姫路)

木原 信之  (現地)

水 野  明 (春 日井)

金原 きみ  (東京)

賀戸 文夫  (現地)

山本 重信  (兵庫)

田中 雄介  (姫路)

宮地 友成  (現地)

田中 稔彦  (兵庫)

岩田 鎮人 (春 日井)

花本 呑二  (現地)

者助

塩田 芳久 (名古屋)

四宮 恒夫  (徳島)

梶田 稲司  (愛知)

山崎千代松  (高知)

永井 辰夫  (姫路)

荒木真寿男 .(長崎)

鈴木 武士  (姫路)

清水 快雄 ‐
(岐阜)

梶田 正己 (名 古屋)

鹿内 信善 (名古屋)

藤原 克己  (愛知)

高馬

瀬良

前田

(姫路)

(姫路)

(明石)

則
　
一　
夫

正

賢

義

市川 千秋  (二重)

中 川 豊  (姫路)

塩 津  進  (兵庫 )

宿南勝之助  (姫路)

望月和三郎  (東京)

杉江 修治 (名 古屋)

金治 晴治  (竜野)

白 井  仁 (愛知)
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公 開 授 業 一 覧

沖友小学校 4学級 48名  同幼稚園 1学級 7名

問題との出会いを大切にし,課題をもって追求

する子どもを育てる。

1校時 理科 幼, 2年, 304年 (複式)

2校時 理科 1年 , 5・ 6年 (複式)

久比小学校 6学級 115名 同幼稚園 2学級 42名

音楽と体育を中心にして

1校時 音楽 1,2,3,4年 体育 5,6年
健康 幼稚園

豊小学校 12学級 311名 同幼稚園 4学級 95名

学習指導の効率化と視聴覚教育機器の活用

1校時 算数 2年  社会 4,6年

豊中学校 9学級 296名

出し,ねり,た しかめ合う学習活動づくり

1校時 社会 理科 1年 保体 国語 英語 2年

音楽 国語 数学 3年

2校時 30分学習活動

斎小学校 1学級 2名 (3年, 5年各 1名 )

思考性を伸ばす

1校時 算数 3,5年 (複式)

大浜小学校 4学級 52名

子どもの基礎能力を高める指導のあり方

1校時 国語 1・ 2年 (複式)算数 5年
2校時 国語 3・ 4年 (複式)算数 6年

豊島小学校 13学級 394名 同幼稚園6学級H7名

基礎学力の充実をめざして

1校時 算数 全学年

豊浜中学校 10学級 248名

地域課題をふまえた指導のあり方

1校時 音楽 1年  体育 社会 2年
理科 数学 3年

2校時 町内バズ

豊高校 6学級 233名

単元単位学習を中心に

2の 1 2の 2
1の 1 1の 2 A B C

l校時 英語 生物 体/家 現国

2校時 数学 地理

3の 1 3の 2

A B C
英 商 数
語 法 学

日本史 体育化
学

計
実

食
物

6
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12参

13

14

15

16

費 1人  2,000円

参加 申 し込み期 日  昭和 53年 9月 20日

申 し込み方法  刷り込みの郵便振替用紙の所定欄に必要事項記入の上,参加費を
`添

えて郵便局に振り込ん

で下さい。

交 通 に つ い て  島への定期連絡船のうち,高速船は定員が少ないので乗船できません。 したがって下記

2港からは,同 じく下記時刻に臨時便を運航致しますので,原則としてそれをご利用下さい

また,配船の都合上,乗船する港を,案内図の番号で申込書にご記入下さい。

なお, 2港以外でも多数の場合,定期便の時刻に臨時便の運航を考えます。

臨時便の運賃は,正規運賃より1割以上の割引きがあり,船中でいただきます。

20日 三原港 8時 30分  17時 40分  竹原港 8時 40分  17時 20分
↓     ↑          ↓      ↑

久比港 9時 20分  16時 50分  久比港 9時 10分  16時 50分

21日 三原港 8時 00分  16時 20分  竹原港 8時 20分 16時 00分
↓      ↑          ↓      ↑

久比港 8時 50分 15時 30分  久比港 8時 50分  15時 30分

(な お,港の都合で,時刻が若干遅れることがあります。)

昼食 について  現地には食堂がほとんどありませんので,弁当をご持参下さる● 弁当を申し込んで下さ

い。1食 500円であっせん致しますので,参加申込時に料金を添えてお申し込み下さい。

カロ

◇

◇

記 入 上 の お願 い

原則として,学校単位でお申し込み下さい。

払込みの住所氏名には,原則として学校所在

地を住所とし,学校名も記入下さい。

公開欄は公開授業をどの学校で見ていただけ

る:かを知りたいためです。6の会場の項にあ

る公開授業校の頭の記号でご記入下さい。

なお複数の参加の場合,で きるだけ分散して

下さい6

分科会は,どの分科会に参加されるかを知り

たいためです。分科会を記号でご記入下さい。

乗船港は,15の 交通についての調査ですので

案内図の各港の番号 1～ 6でご記入下さい。

なお,それ以外の港の場合は, 7の 記号にし

てTさ い。 .

宿泊については,宿泊を希望される日のとこ

ろに○印をつけて下さい。

弁当を希望される方は,その日に○印をつけ

て下さい。

助言者ぅ司会者,提案者も下応お:申 し込み下

さい。その場合氏名の前に,助・ 司・ 提の略

号で記入して下さい。

参 加 申 込 書 は 込人の方も再記入して下さL)

公
　
開

分
科
会

乗
船
港 1希号1希

◇

◇

◇

◇

◇

◇

き り と りせ ん



17 宿 泊‐につ いて

現地の宿舎に収容力がありませんので,一般参加者は下記宿合にさせていただきます。

宿泊所  広島県竹原市西野町湯坂 湯坂温泉 賀茂川荘 他 ・ H‐ 08462(9)02110

宿泊料金 1泊 2食  5, 000円

宿泊を希望なさる方は,参加申し込みの際に, 1泊につき1,000円 の予約金を添えてお申し込み下さい。

なお,現地の都合で離れた場所を宿舎にさせていただいていますので,20日 夜と21日 朝の送迎バスおよび

船の運賃は,現地実行委員会で負担させていただきます。

また,宿舎は上記賀茂川荘だけではありませんが,問い合せは全て賀茂り:1荘へお願いします。

19日 に宿泊なさる方には,三原駅前16時発・ 18時発の鉄轟バスを用意しておりますのでご利用下さい。

無料です。また,送迎バスを利用されない方は,定期バス,二原駅前16時 30分  17時 35分

18時 20分簡保センター行,終点下車,も しくは国鉄呉線竹原駅下車でお願いします。

18そ の 他

受付は,当 日各公開授業校別に名簿によって行ない,その時に,宿泊券,弁当券などもお渡しします。

19 大会 事務 局

広島県豊田郡豊町久比  広島県立豊高等学校内 霊L(084666)21300

大会当日 (20・ 21日 )事務局

豊町立豊中学校   ⅡL(984666)22520

広島県豊高校区教育推進協議会
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豊
町
は
御
手
洗
町

・
大
長
村

・
久
友
村
と
の
三

ケ
町
村
を
合
体
し
て
昭
和

三
十

一
年
二
月
二
十

一
日

（
一
九
五
六
）
新
設
さ
れ
た
。
位
置
は
広
島
県
最
南
端

に
位

し
、
瀬
戸
内
海

の
中
間

に
介
在
す
る
孤
島
、
大
崎
下
島

の
中
東
部
を
占

め
北
に
三
角
島

・
鍋
島

の
二
島
を
擁
し
東
に
平
羅
島

ｏ
大
島

・
小
島
の
三
島
を
抱
え
越
智
郡

関
前
村
岡
村
島

に
対
峠
す
る
。

豊
町

の
農
産
物
は
み
か
ん
専
作

で
水
田
は
無
く
急
傾
斜
が
多
く
耕
し
て
天
に
至
る
と
云
う

の
は
全
く
豊
町
の
事
を
云

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

み
か
ん
を
動
入
す

る
以
前
は
大
長

桃

（
油
桃
若

し
く
は
カ
タ
チ
桃
）
と
そ

の
名
は
高
く
、
之
が
起
源

か
詳

で
な

い
が
三
〇
〇
年
前
頃

か
ら
裁
倍
せ
ら
れ
た
も

の
ゝ
如
く
春
時
映
じ
て
海

水
紅

に
染
み
観
光
客
船
海
上
に
遊
式
じ
毀
賑
を
極

め
た
。

然
じ
日
清
戦
争
を
転
期
と
し
て
長
足
な
世
運

の
進
歩
は

一
般
果
樹

の
嗜
好
に
変
遷
を
来
た
し
、
優
良
品
種

の
要
求

に
転
し
経
営
も
成
り
立
た
ず

み
か
ん
が
桃
に
替

る
に
至

っ
た
。
豊
町
に
於
け
る
み
か
ん

の
沿
革
を
観

る
に
そ

の
歴
史

は
極
め
て
古

い
。
一家
族
河
野
太
郎
道
直

（
一
五

一
九
）

か
ら
大
三
島
大
山
祗
神
社
大
祝
に
宛

て
病
気
見
舞
と
し
て
蜜
柑

（
小
蜜
柑
）
贈
与

の
礼
状
書
翰
二
通
が
あ
る
。
之
が
蜜
柑
文
献
最
古

の
も

の
で
あ
る
。

明
治
三
十
六
年

大
分
県
北
海
部
郡
青
江
村
川
野
氏
よ
り
早
生
温
州

の
穂
木
を
譲
受
け
有
望
な
こ
と
を
当
時

の
篤
農
家

に
説
き
、
急
速
に
増
殖
さ
れ
た
。
之
が
現
在

の

青
江
早
生
と
し
て
消
費
者

に
賞
賛

さ
れ
て
い
る
。
０
ふ

か
ん

ｏ
の
な

か
ん

・
天
神

み
か
ん
は
豊
町
で
作
ら
れ
る
み
か
ん
で
あ

る
。

み
か
ん
需
要
の
増
大
と
共

に
う
ま

い
み
か
ん
を
作

る
適
地

の
た
め
戦
後
急
速
に
増
殖

さ
れ
、
裁
倍
面
積

一
、
○
○
○
」

、
生
産
量
二
万

ｔ
余
り
の
広
島
県

で
は
最
大
級

の
み
か
ん
産

地
と
な

っ
て
い
る
。

み
か
ん
の
花
咲
く
五
月
と
島
全
体
が
黄
金
色

に
み
か
ん
の
色
づ
く
十
月

よ
り
年
末
ま
で
み
か
ん
を
食

べ
な
が
ら
の
観
光

は
之

叉
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

御
手
洗
は
神
功
皇
后

の
三
韓
征
伐
や
菅
公

の
太
宰
府
往
還

に
深

い
由
緒
を
持
ち
、
特
に
徳
川
時
代
よ
り
明
治

の
末
期

に
至
る
約
三
百
年
間

の
帆
船
航
行
時
代
は
瀬

戸
内
海

の
中
央

に
位

し
、
大
阪
よ
り
下
関
に
至
る
ま

で
の
重
要
な
港
と

し
て
世
間

に
知
ら
れ
、
維
新
以
前
は
安
芸
藩
と
薩
摩
藩
と
の
交
易
場
と
し
て
叉
北
陸
米

の
集

散
地
と
し
て
千
石
船

の
帆
柱
は
港

に
林
立
し
、
参
勤
交
代
時
代
は
九
州
諸
大
名

の
御
座
船

の
寄
港
地
と
し
て

「
安
芸

の
御
手
洗
」

の
名

は
あ
ま
り
に
も
天
下
に
知
ら

れ
て
い
た
。

宝
暦
よ
り
文
化

・
文
政

へ
か
け
て
は
商
業
最
も
華
か
で
あ

っ
た
時
代

で
、
其
頃
嘩
文
人
墨
客

の
去
来
跡
を
た
ゝ
ず
、
幕
末
維
新

の
風
雲
急
を
告
ぐ
る
や
志
士

の
会

合
も
盛
ん
に
行

わ
れ
、

か
の
七
卿
落

の
途
次
し
ば
ら
く
御
滞
在
さ
れ
た
事
蹟
、
叉
桂
小
五
郎
と
西
郷
隆
盛
と
の
間
に
討
幕

の
件

に

つ
き
取

か
わ
せ
ら
れ
た
る

「
御
手

洗
条
約
」

の
如

き
、
叉
当
地

の
儒
者

田
坂
楳
案
氏
と
親
交
あ
り
し
吉

田
松
陰
先
生

の
し
ば
し
ば
御
来
訪
さ
れ
し
等
千
載
青
史
に
光
彩
を
は
な
ち
た
る
な
り
。
数
に
御

手
洗
を
訪
う
人

の
為

に
史
跡

・
名
勝

ｏ
其
他

に
就
き

て
略
記
。

天
満
神
宮
　
文
久
年
間
、
船
越
寿
左
衛
門
氏

（
元
男
爵

の
祖
父
）
藩

の
貿
易
官
と
し
て
在
住

の
当
時
菅
公
崇
敬

の
あ
ま
り
霊
跡
を
記
念

せ
ん
と
て
小
祠
を
営

み
大

正
六
年
旧
跡
保
存
会

の
手

に
よ
り
改
築
し
て
現
在

に
至
る
。

住
吉
神
社
　
文
政

の
頃
大
阪

の
鴻
池
善
右
衛

門
氏
広
島
藩

の
勘
定
奉
行

の
仲
介

に
て
本
殿
を
寄
附
じ
敷
地
は
藩
主
浅
野
侯

の
寄
進

に
て
出
来
た
る
も

の
な
り
。

蛭
子
神
社
　
豊
前

の
小
倉
か
ら
元
文

・
寛
保

の
頃

（
二
百
余
年
前
）
分
神
を
申
受
け
鎮
座

ま
し
ま
し
て
仮
小
屋
な
り
し
も
此

の
土
地
を
守
護

じ
給
う
て
か
く
繁
昌

す
る
と
て
宝
暦

（
百
八
十
余
年
前
）
現
在

の
社
を
造
営
せ
し
な
り
。

南
潮
山
満
舟
寺
　
平
相
国
清
盛
公
安
芸
守
た
り
し
時

（
七
百
九
十
余
年
前
）
上
洛

の
湖
関
前
灘

に
て
難
航

の
際
、
大
師

の
御
恩
を
感

じ

一
字
を
造

り
し
に
基
づ
き

其

の
後

し
ば
し
ば
火
災
に
も
会

い
享
保
九
年

（
二
百
十
余
年
前
）
再
建
し
て
現
在

に
至
る
。



三
宝
山
登
光
寺
　
本
派
本
願
寺

の
末
寺

に
し
て
享
保
三
年

（
二
百
二
十
余
年
）

の
建
立

な
り
、
阿
弥
　
仏

は
行
基
菩
薩

の
作

と
伝

え
ら
る
。

七
卿
落
遺
跡
　
一万
治
元
年
七
月
二
十
三
日
公
家
御
下
向

の
御
当
地
旧
庄
屋
多
田
勘
右
衛
門
宅

に
三
条
実
実

・
三
条
西
季
知

・
東
久
世
通
藉

・
壬
生
基
修

・
四
条
隆

詞
そ

の
他
諸
公
が
宿
泊

せ
ら
れ
た
る
所

に
よ
り
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
七
日
県
指
定
史
蹟

に
編
入
せ
ら
れ
た
り
。

御
手
洗
井
戸
　
菅
公
筑
紫
御
下
向

の
際
寄
港
せ
ら
れ
上
陸
し
て
諸
風
景
を
見
物
中
山
腹
に
霊
太
あ
り
公
自
ら
御
手
を
洗
う
後
人
此

の
所

に
丼
戸
を
掘
り
井
桁
を
設

け
此

の
霊
場
を
長
く
伝
う
本
町
御
手
洗

の
名
称
は
之
れ
に
起
因
す
。

討
幕

の
議
を
練

っ
た
御
手
洗
三
藩
条
約

の
隠
家
　
維
新

の
大
業
達
成

の
た
め
身
命
を
賭

し
て
国
事

に
奔
走

し
た
薩

・
長

・
芸
三
藩

の
勤
王
の
志
士
た
ち
は
慶
応
三

年
幕
府

の
目
を
逃

れ
て
瀬
戸
内
海
の
島
に
身
を
潜
め
た
、
薩

・
芸
両
藩

の
産
物
交
易
所

の
あ

っ
た
金
子
邸
が
隠
家
跡
。

隆
法
寺
壁

の
黒
斑
　
若
胡
子
屋

の
全
盛
を
極

め
し
花
魁
が
鉄
漿
を

つ
け
ん
と
て
思
う
様

に
歯
が
染

ま
ら
な
い
の
に
唐
療
を
お

こ
し
年
若

の
禿

の
口
へ
鉄
漿
を

つ
ぎ

こ
み
し
為
め
禿

は
五
臓
六
腑
も
煮
え
返
り
虚
空
を

つ
か
ん
で
悶

え
死
す
時

に

つ
い
た
手

の
型
が
壁

に

つ
い
て
今

に
至
る
も
消
え
な

い
と
言
う
伝
説
な
り
。
昭
和
十
五

年
二
月
二
十
七
日
県
指
定
史
蹟
に
編
入
さ
れ
た
り
。

（
本
文
若
胡
子
屋

の
伝
説
参
照
）

火

の
車
記
念

の
塔
　
若
胡
子
屋

の
主
人
と
富
田
屋

の
主
人
が
宝
暦
年
間
八
月
二
十
三
日

の
月
見

の
頃

の
折
、
髪
結
和
助
が
火

の
車

に
乗
り
て
眼

の
前
を
通
る
の
を

見
て
回
向
と
て
経
文

一
字
づ

ゝ
を

一
石

に
彫

り
込
み
こ
れ
を
埋
め
其

の
上
に
建

て
た
も

の
が
現
在

の
塔

な
り
。

志
士
星
野
文
平
　
天
保
六
年
四
月
本
町
に
生
る
、
御
典
医
良
育

の
弟
な
り
、
幼

よ
り
学
を
好
み
天
才
非
凡
兄
と
共

に
広
島
に
寓
し
儒
を
以

て
藩

に
仕
う
。

つ
と
に

勤
王
論

の
先
駆

と
な
り
時
世
を
憤
慨
し
て
割
腹

し
後
文
久
三
年
二
月
十
日
伏
見
に
於
て
歿
す
。
友
人
山
田
十
竹
翁
墓
碑
を
伏
見
月
橋
院
に
建

て
後
世
に
伝

え
た
り
。

明
治
二
十
五
年
特
旨
を
以
て
正
五
位
を
追
贈
せ
ら
る
。

画
家
大
森
捜
月
　
当
町
海
老
屋
源
内

の
子
な
り
。
京
都

に
出
で
ゝ
業
を
大
森
捜
雲
に
学
ぶ
、
捜
雲
そ

の
器
を
賞

し
心
を
傾
け
て
教
授

し
其

の
女
を
以
て
之
を
妻

と

す
。
天
明
丙
午
十
月
二
十
二
日
郷
里
に
て
歿
す
。
墓

は
満
舟
寺

に
あ
り
。

儒
者
林
維
琉
　
字

は
洵
美
、
蒋
山
と
号
す
、
俗
称
助
十
郎
、
詩
を
好
み
文
章
を
能
く
し
宝
暦
よ
り
寛
政

へ
か
け
て
其

の
名

よ
く
聞
え
た
り
。

俳
人
三
畳
庵
樗
堂
　
松
山

の
藩

士
な
つ
、
剃
髪

し
て
享
和
元
年
比
地
に
来
り
空
江

に
漁
蔭

と
称

し
俳
諧
を
よ
く
し
文
化
十

一
年

（
百
二
十
余
年
前
）
歿
す
。
墓

は

満
舟
寺
境
内

に
あ
り
。

其
他
画
家
に
多
田
琴
右

・
天
野

士
襄

・
越
智
有
州

・
星
野

鳳
鳴

の
諸
氏
あ
り
。

和
歌

・
俳
旬

に
金
子
善
民

。
金
子
義
之

・
星
野
亮
晃

ｏ
田
坂
義
員
氏
等
有
名
な
り
。

女
流
文
学
者

と
し
て
は
天
明

の
頃
中
村
田
鶴
子
女
史
あ
り
。

（
御
手
洗
町
観
光
協
会
案
内
記
）



芸
予
叢
島
は
瀬
戸
内
海

で
も
、
特

に
、
島
嶼

の
美
を
発
揮
し
て
い
る
。
島

々

を
縫
う
よ
う
に
、
水
尾
を
引

い
て
走

る
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
船
、
雲

の
た
た
づ
ま

い
、
海

の
色
、
さ
な
が
ら
絢
爛
た
る
絵
巻
物

で
あ
る
。

四
国

の
高
縄
半
島
が
北

の
海

に
落
ち
ゆ
く
関
前
灘
と
、
野
呂
山
か
ら
眼
下
に

展
け
る
安
芸
灘

に
接
す
る
処

に
、
国
立
公
園

一
峰
寺
山
を
頂
き
、
春

な
ら
ば
、

蜜
柑

の
花

の
香

り
、
秋
な
ら
ば
、
黄
金

の
色

に
錦
を
飾

る
蜜
柑

の
島
、
大
崎
下

島
が
点
在
す
る
。

そ

　

の
　

昔

「
越
智
郡
上
島

の
西
部
に
属
す
る
御
手
洗
島
と
号
す
る
地
は
、
野
間
郡

の
沖

の
島
と

い
う
な
り
、
此

の
島
は
、
西
国
よ
り
京
都

へ
往
来

の
海
路
、
汐
時
よ
き

船

つ
き
場
な
り
、
往
古
神
武
天
帝
皇
兄
五
頼
命
を
始
め
、
諸
皇
兄

と
共

に
謀

っ

て
、

日
向
高
千
穂

の
官

を
発
し
御
東
征

の
時
、
沖

の
島
に
風
を
除
け
給
う
時
…

…
王
公

百
官
御
手
を
洗

い
て
…
…
総

て
の
天
神
地
祗
に
供

日
幣
餞
を
備
え
、
邊

拝
し
奉

り
し
時
、
御
手
を
洗

い
給

い
し
古
跡
を
慕

い
、
此

の
島

の
名

に
呼

び
し

な
り
。

継
穐

輝
脚
付
輛
不
恥

織
供くの
日び沖

“
鶴

一
発
議

・ し
続
詩

れ
潮

ゝ を
」
れ
牧

‐こ 沖
』

れ．
旺
「
．

（伊
予
漫
遊
記
）
と
あ
り
、
此

の
島
は
、
慶
長
初
年
頃
迄
は
伊
予
の
国
に
属
し
、

三
島
七
島
の
中
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

情
緒
と
歴
史
の
町
御
手
洗

古
く
は
、
桃

の
島
と
し
て
知
ら
れ
、
文
人
墨
客

の
詩
情
を
そ

ゝ
り
、

且

つ
は

叉
、
遊
女
と
オ
チ

ョ
ロ
船

で
、
西
国
諸
大
名
を

は
じ
め
、
北
前
船
等

の
船
人

の

旅
情
を
慰
め
た
港
町
御
手
洗

は
、

「
安
芸

の
御
手
洗
」

と
し
て
、
あ
ま
り
に
も

有
名

で
あ
り
、

そ

の
道

の
枠
人
達
を
喜
ば
せ
た
歓
楽
境

で
も
あ

っ
た
。

神
功
皇
后
三
韓
出
征

の
醐
、
御
手
を
洗
わ
れ
た
と
言
う
伝
説
、
菅
原
道
真
九

州
左
遷

の
湖
、
本
川
に
て
手
を
洗
わ
れ
た
伝
説
、
平
宗
盛
が
安
徳
帝
を
奉
じ
て

壇
ノ
浦
落
ち
の
際
等

と

「
御
手
洗
」

の
地
名
を
由
緒
づ
け
る
伝
説
は
定
か
で
は

な
い
が
、

こ
と
そ
れ
程
に
、
御
手
洗

の
歴
史
は
古
く
、
伝
説

に
埋
れ
た
町
で
あ

る
。

日
に
幾
十
隻

と
な
く
発
着
す
る
定
期
船
が
港

に
入
る
と
、
先

づ
、
女
性
的

な
姿
態
を
し
た
伊
予
岡
村
島
を
天
然

の
防
波
堤
に
し
た
良
港
と
、
古

風
な
町
に

似
合
わ
ぬ
表
玄
関

の
壮
大
な
桟
橋
が
目
に
つ
く
。

か

つ
て
内
海
航
路

の
汐
待
ち
、
風
待
ち

の
場
所
と
し
て
絶
好

の
地

で
あ
り
、



丁
~

お ち ょ ろ 船 (機 帆 船 に 向 っ て 漕 く
・

)

特
に
江
戸
時
代

に
於
け
る
九
州
、
四
国

の
諸
大
名

の
参
勤
交
代

の
時

の
長

の
旅

路
の
徒
然

に
、
何
十
艘

と
も
な
く
華
美
を
尽
し
た
舟
行
列
が
、
舶
炉
相
摩

し
て

打

っ
た
太
鼓
も
勇
ま
し
く
、
関
前
灘

か
ら
港
入
り
す
る
状
景
は
、
将
に

一
幅

の

一豪
華
絵
巻
を
相
像
さ
れ
る
。

今
も
語
り
、
伝
え
ら
れ
る
細
川
肥
後
守
な
ど
は
、　
一
夜
千
両

の
黄
金
を
ま
き

散
ら
し
た
と
の
こ
と
。
更

に
日
本
海
か
ら
関
門
を
経
て
大
阪
に
至
る
西
廻
り

の

「
沖
乗
り
」
航
路
が
頻
繁

に
な
る
に

つ
れ
て
、
千
石
船

の
北
前
船
が
続

々
寄
港

す
る
に

つ
れ
て
、

こ
ゝ
御
手
洗

は
急
ピ

ッ
チ
で
活
況
を
帯
び
広
く
天
下

に
ク

ロ

ー
ズ

・
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。

当
時
御
手
洗

に
寄
港

し
た
西
洋
人
も
数
多
く
、
独
人

ケ
ン
ペ

ル
、
和
蘭
人

フ

イ
ッ
セ
ル
、
瑞
人

ツ
ン
ペ

ル
グ
等
あ
り
、
中

で
も

シ
ー
ボ

ル
ト
は
、
当
町

で
色

情
狂

の
娘

を
診
察

し
て

「
早
く
結
婚
さ
せ
た
ら
病
気

は
治

る
だ
ろ
う
」

と
言
う

と
娘

は
う
れ
し
そ
う
に
微
笑
し
た
と
記

し
て
い
る
。

（
海
内
記
）

ケ
て
ヘ
ル
は
、
泊

り
寺

の
ほ
と
り
を
愛

の
女
神
を
乗
せ
た
舟

（
オ
チ

ョ
ロ
寺
）

が
漕
ぎ
ま
わ

っ
た
。

（
参
府
紀
行
）

と
も
記
し
て
い
る
。

お
ち

ょ
ろ
寺
夜
寒

の
潮
を
漕
ぐ
灯

か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
桜
子

幕
末

に
七
卿
落

の
公
卿
三
条
実
美
以
下
五
人
が
長
州
に
走

る
途
次
、
多
田
邸

に
立
寄
り
、
数
日
を
過
し
た
今
も
残

る
七
卿
館

七
卿

の
仮
泊

の
屋
敷
ち

ゃ
ば
あ
や
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
風
呂

更

に
は
、
平
清
盛
が
建
立
し
た
と
い
う
南
潮
山
満
舟
寺
、
土
地
は
浅
野
侯
、

社
殿

は
大
阪
鴻
池
寄
進

の
住
吉
神
社
、
御
手
洗
港
繁
栄

の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、

浅
野

侯
が
築

い
た
住
吉
波
上
場
、
桂
、
西
郷
等
勤
王
の
士
が
会
合

し
て
討
幕

の

議
を
謀

り
、
御
手
洗
条
約
を
結
ん
だ
と
言
わ
れ
る
金
子
邸
等

々
、
枚
挙

に
い
と

ま
な

い
ほ
ど
で
、
史
跡
だ
ら
け

の
町
、
幕
府
禁
制

の
密
貿

易
も
公
然

と
行
わ
れ
、

蘭
人
テ
ー
ン
マ
ン

・
パ
ク
の
滞
在
。
薩
藩

と
の
産
物
交
易
所

の
設
置
、
上
方

か

ら
九
州
に
下
る
人
形
芝
居
も
、

こ
ゝ
御
手
洗

に
だ
け
は
小
屋
を
開
き
、　
一
日
数

百
両

と
言
わ
れ
た
富
く
じ
も
公
然

と
行
わ
れ
た
。
時

は
移
り
、

世
は
変

れ
ど
港

あ
る
と

こ
ろ
に
色

の
花
が
咲
く
と
言
わ
れ
、

オ
チ

ョ
ロ
船

で
賑

い

「
花
の
御
手

洗
」

と
も

て
は
ゃ
さ
れ
、
亀
甲
三
枚
櫛

に
襦
補
姿
、
三
本

は
ま

の
黒
塗
高
下
駄



の
ぼ
麟

道
中
を
偲
ん
だ

の
も
今

は
昔

の
語
草
。

船

で
字
品

へ
三
時
間
、
竹
原

と
今
治

へ
そ
れ
ぞ
れ

一
時
間
半
、
地
理
的
位
置

か
ら
日
用
品
は
今
治

の
商
圏
内
に
あ
る
。

向

こ
う
伊
予
路
と
手
と
手
が
届
く

ヨ
ウ
ト

コ
サ

人
ロ

マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

人
目
さ
え
な
き

ゃ
ョ
ゥ
ソ

ロ

袖
も
引
く

裏
山
に
登

っ
て
眼
を
南
東

に
放
て
ば
、
雲
表

に
屯
す
る
石
槌
山
、
村
上
水
軍

の
拠

っ
た
来
島
海
峡

の
灯
台
が
、

ほ
の
か
に
明
滅
す
る
。

内
海

の
美
に
瞑
想

の
幾

日
を
送
る
。

海
潮

の
さ
す
日
、
真
鯛

の
如
く
私

の
魂

は
踊
る

波
踊
れ
、

島
は
笛
吹
け
、
鯛
舞
え
よ

南
風
に
、

は
や
て
に
瀬
戸
は
う

つ
く
し

御
手
洗

の
浜
に
来
れ
ば
瀬
戸
内
は

夕
映
さ
し
て
わ
が
胸
は
燃
ゆ

（
賀
川
豊
彦
）

若
胡
子
屋
の
伝
説

偲

べ
ば
文
化

・
文
政

の
全
盛
期

に
於
て

「
若
胡
子
屋
」

一
軒

で
百
名

の
遊
女

を
抱

え
た
と
い
う
。

こ
の
若
胡
子
屋

に
次

の
よ
う
な
伝
説
が
残

っ
て
い
る
。
時

は
何
時

の
こ
と
か

若
胡
子
屋

の
花
魁
が
、
今
日
し
も

一
人

の
大
尽
客
に
多
額

の
金
を
貰

っ
て

「
お

は
ぐ
ろ
」
を

つ
け
る
こ
と
に
な

っ
た

（
廓
の
風
習

で
大
尽
客

は
相
娼

に
お
は
ぐ

ろ
を

つ
け
さ
せ
て
女
房
気
取

り
に
す
る

の
が
誇
り
で
あ
り
、
そ
う
さ
せ
な
け
れ

ば
大
尽
客
と
し
て
持

て
は
や
さ
れ
な
か

っ
た
）

づ

い
て
用
足
を
し
て
い
る
魂
辞

い
た
。
今
日
も
今
日

花
魁

に
は
何
時
も
か
し

と
次

、
言
葉

や
さ
し
く

「
花
魁

え
お
は
ぐ
ろ
つ
け
な
ん
せ
」
と
言

っ
て
お
は
ぐ

ろ
壷
を
差
し
出
し
た
。

そ
れ
を
受
取

っ
て
羽
根
筆

で

つ
け
た
が
、
ど
う
し
た
も

の
か
、
其

の
日
に
限

っ
て
良
く

つ
か
ぬ
、
外

の
お
は
ぐ
ろ
壺
と
取
替
え
さ
し
た

が
、

ど
う
も
思
う
よ
う

に
歯
が
黒
く
染
ら
ぬ
、
金

の
威
光

で
客
は
し
き
り
に
催

足
す
る
。
花
魁
も
気
が
気

で
な
く

い
ら
だ
ち
、
清

は
高
振

り
、
雪
か
と
ま
が
う

厚
化
粧

の
顔

に
は
、
青

い
筋
さ
え
浮
ん
で
き
た
。

火
鉢

の
側

で
様
子
を
み
て
い
た
可
愛

い
ゝ
禿
は
、
小
さ
い
胸
を
踊
ら
せ
眼
か

ら
は
涙

の
露
さ
え
滴

っ
て
、
不
安

の
色

に
怖
け
ふ
る
え
て
い
た
。

「
エ
ー
イ

ロ

惜
し

い
」

と
絹
を
さ
く
よ
う
な
声
、
煮
え
た
ぎ

っ
た
お
は
ぐ
ろ
は
禿

の
口
へ
注

ぎ
込
ま
れ
た
。
禿
は
忽
ち
虚
空
を

つ
か
ん
で
悶

え
、
食

い
し
ば

っ
た
唇
の
間

か

ら
、
お
は
ぐ
ろ
混
り

の
黒
血
が
流

れ
、
恐
ろ
し
い
形
相

で
こ
と
切

れ
た
。

そ
れ
か
ら
花
魁
は
良
心

の
腎
責

に
せ
め
ら
れ
て
か
、
禿

の
恨
み
か
、
鏡
を
見

史 蹟  若 胡 屋 址



る
度
毎

に
、
禿

の
姿
が
う

つ
り

「
モ
ー
シ
花
魁

え
、
お
は
ぐ
ろ

つ
け
な
ん
せ
」

と
、
そ
の
声

に
幾
度
気
を
失

っ
た
こ
と
か
、
流
石
に
今
全
盛

の
花
．魁
も
、
若
胡

子
屋
に
い
た
、
ま
れ
ず
、
前
非
を
悔

い
、
死
ん
だ
禿

の
回
向
を
思
立
ち
四
国
八

十
八

ケ
所
廻
り
を
発
心
し
、
今
治

ま
で
渡

っ
た
時
、

「
此
処
か
ら

一
人

で
行
き

な
ん
せ
」
と
言

っ
て
禿

の
姿
は
再
び
現
わ
れ
な
く
な

っ
た
。

若
胡
子
屋
、
今

の
御
手
洗
会
館

の
古
び
た
壁

に
、
禿
が
苦
悶

し
て
吐

い
た
黒

血
の
痕
が
残

っ
て
い
る
。

味

覚

と
御

手

洗

旅

に
出

て
旅
情
を
慰
め
る
も

の
は
食
物

で
あ
る
。

こ
の
地
に
来
遊
さ
れ
る
旅
人
が
、
先

づ
舌
鼓
を
打

つ
も

の
に
は
広
島
酒
と
海

の
幸

で
あ
る
。

真
鯛
、
イ
カ
、
海
老
、
小
雑
魚

に
至
る
ま
で
活
き

の
良

い
の
と
、
小
味
が
広

島
酒
と
ピ
タ
リ
と
き
て
左
党

に
は
た
ま
ら
な

い
。

殊
に
鯛

の
活
づ
く
り
に
浜
焼

は
、
味
覚

の
王
だ
ろ
う
。

島

に

来

て

日

々

の

花

鳥

賊

桜

鯛

桜

鯛

目

に

活

き

た

る

を

う

し

ほ

汁

活

き

た
海

老

活

き

た
鯛

喰

う

五
月

の
桜

　

　

　

　

野
風
呂

海

の
幸
に
加
え
て
山

の
幸

に
は

「
み
か
ん
」
が
あ
る
。
気
候

と
土
質

に
恵
ま

れ
、
而
も
瀬
戸
内

の
清
澄
な
秋
空
に
黄
金

の
色
を
し
て
、
枝
も
た
わ
ゝ
に
実

っ

て
い
る
み
か
ん

の
取
り
た
て
の
新
鮮

さ
と
香
り
は
叉
格
別

の
も

の
が
あ
る
。

み
か
ん
、
夏
柑
、

レ
モ
ン
、
八
朔
、

い
づ
れ
劣

ら
ぬ
山

の
率
。

紺
が

す

り

海

ょ

り
も
濃

し

み
か

ん
摘

む

　

　

　

　

野
風
呂

観

光

と
御

手

洗

芸
予
叢
島
に
は
、
三
千
余

の
島

々
が
点
在
す
る
。
輌
の
仙
酔
島
を
東
端
と
し

て
、
尾
道
千
光
寺
、
瀬
戸
田
耕
三
寺
を
経
て
大
山
祗
神
社
の
あ
る
大
三
島
、

つ

ゞ
い
て
み
か
ん
の
島
豊
町
を
訪

れ
る
人

々
は
、
年

々
増
加
し
、
都
会

の
騒
音
と

俗
塵
を
さ
け

て
瀬
戸
内
海

の
美
を
心
ゆ
く
ま
で
探
美

で
き
る
。

春

は
桜

の
下

で
広
島
酒
を
味

わ
う
も
良
く
、
漁
船
を
一雇

っ
て
鯛
釣
り
に
沖

ヘ

船
を
浮

べ
終

日
鯛

の
手
づ
く
り
に
舌
鼓
を
打
ち
。

夏

の
朝

は
汐
風
に
吹
か
れ
乍

ら
緑
陰

で
の
読
書
よ
し
、

サ
イ
ク
リ

ン
グ
で
沖

友
街
道
を
走

れ
ば
遥

か
に
四
国
連
峯
を
望

み
、
行
交
う
船

の
景
色
も
叉

一
人
と

言
う

べ
き
か
、
昼
は
眺

の
鼻

で
の
海
水
浴
、
夜

は
波
上
場

の
夕
涼

み
。

秋

は
黄
金
に
実

る
み
か
ん
狩
り
。

冬

は
ア
ベ

ッ
ク
で
矩
撻

の
中

で
の
み
か
ん
の
味

は
叉
格
別
。

蜜

柑

島

め

ぐ

る
潮

の
瀬

激

ち
合

う

碧

天

を

蜜

柑

ち

り
ば

め

島

険

し
　

　

　

　

　

　

　

秋
桜
子

み

か

ん
の
大

長

大
三
島
や
大
下
島
な
ど
に
囲
ま
れ
た
海
は
湖
水

の
感

じ
だ
が
、
大
下
島

の
南

側
が
有
名
な
関
前
灘

の
灘
所

で
あ
り
、

こ
れ
が
本

ノ
江
や
御
手
洗

の
繁
栄
を
招

来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

船
は
沖
浦
、
明
石
方

と
山
麓

の
小
さ

い
海
岸
平
野

に
点
在
す
る
村

々
を
次

々

と
訪
間
す
る
。

小
さ
な
孵
が
客
を
積
ん
で
漕
ぎ
寄

せ
る
。
村

の
屋
根
瓦
の
黒
光

り
が

ャ
ケ
に

目
に

つ
き
。
し
か
し
こ
れ
が
ゆ
る
い
傾
斜
面

の
段
畑

の
麦

の
緑

と
如
何

に
も
調

和
が

と
れ
て
お
り
、

た
ゞ
海
岸
近
く
建

て
ら
れ
て
い
る
中
学
校
や
小
学
校

の
幾

何
学
的
な
建
築
構
造
が
夢

の
世
界

に
挑
戦
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
た
。

行
手

の
海
が
大
き
く
開
け
る
。
青
く
煙

る
山

々
は
、
呉
か
音
戸

の
瀬
戸
あ
た

り
で
あ
ろ
う
か
。

岡
村
島

の
後

に
高
く
饗
え
る
の
は
大
崎
下
島

の
山

々
だ
。
明
石
方
部
落

の
丘

山
に
点

々
と
す
る
桃

の
花
を
最
後

に
上
島
と
別
れ
、
船
は
南

へ
進
路
を
変

え
る
。

岡
村
島

へ
衝
き
あ
た
る
か
と

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
所

に
小
さ
く
水
道
が
開
け
、
船

は
全
島

み
か
ん
畑

の
岡
村
島
を
左

に
見

て
、
ポ

ッ
カ
リ
浮

ん
だ
雑
木
林

の
大
島



と
小
島
と

の
間
を
巧

み
に
抜
け

み
あ
た
り
、

た
し
か
に
島
巡
り

の
遊
覧
船

だ
、

行
手

に
近
づ
く
集
落
は
今
宵

の
宿

の
大
長

で
あ
る
。

間
も
な
く
小
さ
な
桟
橋

に
船

は
横

づ
け
と
融
繹
。

船
長
さ
ん
と
お
別
れ
し
て
下
船
、
竹
原
わ
ら

一
時
間
四
十
分
で
あ
る
。

狭

い
道
が
寺

溜
り
に
沿
う
て
村

へ
続
く
、
大
き
な
肥
料
店
や
化
成
肥
料

の
看

板
は
、
さ
す
が
に
み
か
ん
の
大
長

の
面
目
を
示
し
て
い
る
．
衝
頭

の
高
礼
に
掲

示
さ
れ
た
栽
培
管

即
の
注
意
書

は
、
町
民
の
協
同
意
識

の
顕
れ
で
あ
ろ
う
か
。

入
江

に
多
数

の
同
型

の
小
舟

が
繋
が

れ
て
あ
る
の
が
目
を
若
く
。

大
長
は
海
岸

の

一
筋
町
で
な
く
、
狭

い
奥
地

へ
向

っ
て
グ

ン
と
伸
び
て
い
る

の
が
如
何

に
も
農
村
ら
し
い
。
大
き
な
家
屋
が
密
集
し
僅

か
に
通
行
を
許
す
だ

け
の
小
道
が
通
じ
て
い
る
の
は
土
地
に
余
裕

の
な

い
た
め
か
、
と
こ
ろ
が

通
の

狭

い
道
が
完
全
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
畳

み
に
な

っ
て
い
る
の
に
は

一
驚
す
る
よ
り

む
し
ろ
奇
異

に
さ
え
感

じ
た
。

今
宵

の
宿

の
お
医
者
さ
ん
の
お
，電
を
尋
ね
た
。

そ

の
夜
村
長
さ
ん
を
招

じ
て
い
座
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
大

い
に
語

っ

シ
、村

長
さ
ん
は
酒
を
嗜
ま
れ
ず

コ
ー
ヒ
ー
で
お
相
手
さ
れ
た
の
に
は
恐
縮
し
た
。

大
長

は
今

で
こ
そ
広
島
み
か
ん

の
本
場
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大

正
時
代

に
入
る
ま
で
は
む
し
ろ
桃

の
産
地
だ

っ
た

の
で
あ
り
、
桃

の
花
咲
く
頃

は
遠
く
呉
あ
た
り
か
ら
花
見
客
が
押
し
か
け
た
と
い
う
。
し
か
し
桃
は
貯
蔵
が

利
か
ず
、
有
利
や
作
物

で
は
な
か

っ
た
ら
し
く
、
日
清
戦
争
を
機

に
桃
と
並
ん

で
貯
蔵

の
利
く
み
か
ん
の
栽
培
が
始

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
早
生
温
州
種

の

導
入
に
よ
り
桃

の
栽
培
は
影
を

ひ
そ
め
、

み
か
ん
の
大
長
と
化
し
た
と
の
こ
と
。

土
質

は
鉄
分
が
多

い
た
め
酸
化
分
解

し
易
く
、
根

の
深

い
み
か
ん
樹

の
栽
培
に

は
、
き
わ
め
て
適

し
て
い
る
そ
う
だ
。

大
長

の
特
異

の
風
習
と
し
て
末
子
相
続
制
が
あ
る
。

長

男
以
下
次

々
と
分
家
し
、
し
か
も
他
行
す

る
こ
と
な
く
こ
の
地

に
居
を
構

え
、
新

た
に
耕
地
を
手
に
入
れ
て
み
か
ん

の
裁
培
を
始
め
る
た
め
、
結
局
末
子

が
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。



大
長

の
み
か
ん
畑

の
開
拓
は
既
に
限
界
に
達

し
て
い
る
と
見
え
て
、

四
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
丘
陵

の
山
腹
が
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
ま
で
耕
作

し
尽
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
条
件

に
打
ち
克

つ
方
法
と
し
て
は
、
勤
勉
と
科
学
的

工

夫
が
あ
る
ば
か
り
だ
と
い
う
。
大
長
七
百
戸

の
農
家
は
朝
寝
坊

の
夢
を
驚
か
す

午
前
五
時

の
サ
イ

レ
ン
を
合
図

に

一
せ
い
に
行
動
を
開
始
す

る
。
急
傾
斜

の
農

道
を
徒
手
で
肥
料
や
収
穫
物
を
運
ぶ
苦
労

は
ケ
ー
ブ

ル
及
び

モ
ノ
ラ
ノ
ク
の
施

設
に
よ
り
解
消

に

つ
と
め
て
い
る
。

道
路

の
舗
装

に
よ
り
輸
送
中

の
ス
か
ん

の
損
傷

は
大

い
に
減
少
し
た
と

い
う
。

大
長
人

の
み
か
ん
栽
培

は
今

で
は
四
里
を
半
径
と
し
て
二
十
二

ケ
村
、

二
十

五
の
島

々
に
分
布

し
て
い
る
。
出
作
り
を
や
る
農
民
は
二
時
起
き
と
い
う
勤
勉

さ
で
あ
る
。
入
江
に
見
た
多
数

の
小
舟

は
農
船

で
あ
り
、
そ

の
数

は
四
〇
〇
隻

に
上
り
、
島
人

は
海
上
ト
ラ
ッ
ク
と
呼

ん
で
い
る
。

真
宗
ど
こ
ろ

で
あ
り
法
事

の
時
な
ど
は
親
類
縁
者
を
多
数
招
き
、
盛
ん
に
飲

み
喰

い
す
る
風
習
が
あ
る
。
平
素

の
実
直
な
生
活

の
単
調
を
破

る
効
果
は
確
か

に
あ
ろ
う
。
二
階
造
り

の
大
き
な
構

え
も

こ
の
た
め
ら
し

い
。

こ
れ
が
道
路

の
幅

に
敏
寄

せ
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

酒
と
共
に
尽

き
ざ

る
話
を
残
し
て
村
長
さ
ん
を
送

り
出
し
た
後
、
別
棟

の
二

階
の
座
敷

へ
案
内
さ
れ
物
音

一
つ
し
な
い
部
屋

で
い
ろ
い
ろ
な
想
像

に
耽
り
な

が
ら
夢

の
世
界

へ

（
雑
誌

「
旅
」

―
谷

山

整

〓
一
氏

　

昭
和
二
十
八
年
七
月

よ
り
）

蜜

柑

山

の

ふ

と

こ

ろ

に
居

て
き

く

汽
笛

　

　

　

　

　

野
風
呂

蜜

柑

山

の
底

に
目

が

醒

め

蜜

柑

欲

し
　
　
　
　
　
内
藤
十
夜

大
長
島

の
入
江

に
は
船
数
多
群

れ
り

附
近

の
島

よ
り
蜜
柑
を
採
集

し
来

る
を
農
船

と
い
い
、

こ
れ
を
遠
く
運
ぶ
を
機
帆

船
と
い
う

農

船

の

潮

黄

な

る

ま

で

蜜

柑

積

静
一　
　
　
　
　
　
秋
桜
子

仏
教

の
信
心
厚
き
家
多

し

祖

の

墓

鋼
一
せ

ざ

れ

ど

も

蜜

柑

畑
一　
　
　
　
　
　
秋
桜
子

宇
津

神

社

　

菫最

大
長
　

秩
餌
特
許
糀
期
進
指
定

祭
神
　
天
照
皇
大
神
　
八
十
狂
津

日
神
　
神
直

日
神
　
大
直
日
神
　
天
香

々

背

男
之
神
　
大
国
主
神
　
一員
皇
産
霊
神
　
大
年
神
　
木
之
花
咲
夜
比
売
神

宇
気
母
智
神

殿孵庫量刺〓呻一頑二『靱」翔螺雌寸拝購場勁糠榊」八

廊
下
三
所

班
醐
一
尺

瑠
町
一頭
　
其
他
神
札
所
控
所
三
所
　
手
水
舎
三
所

神
馬
舎
等

境
内
　
九
三
三
坪

境
内
社
　
字
迦
神
社
　
獅
暉
繭
鎌

少
塩
彦
名
神

畿
緒
　
社
伝

に
は
孝
霊
天
皇

の
御
字
創
建
と
い
う
宝
亀
四
年
再
建

と
あ
り
芸

藩
通
志
に
は
宝
亀
年
間
八
十
狂
津

嗣
神
を
祭
り
建
保
年
間
神
直
胃
神
大
直

同
神
を
動
請

せ
し
と
い
う
と
あ
狂
叉
正
徳
調
書

に
は
聞
基
年
数
不
申
侯

縁

記
念
物
無
之

と
あ
り
社
に
文
保

二
年
文
明
八
年

轍
軌
澪
後
永
藤
十
年
慶
長
十

六
年
寛
文
十
三
年

の
棟
札
を
存

せ
り
其
創
立
詳
な
ら
ざ

る
も
古
社

た
る
は

明
な
つ
本
社
は
棟
札
に
あ
る
如
く
元
と
豫
州
三
島
七
島

の
内
大
条
浦
七
郎

大
明
神
と
称
じ
三
島
遥
拝
所
十
六
社

の

一
に
て
其
七
番
目
に
該
当
す
故

に

斯
く
名
づ
く
初

め
は
字
皆
見

に
在
り
し
を
文
明
八
年
造
営

の
時
此
に
遷
坐

せ
る
な
り
爾
来
再
三
修
葺
じ
以

て
今

日
に
至
る
雨
し
て
社
号
を
改

め
し
は

安
永
三
年
十

一
月
な
り
明
治
四
十
四
年

四
月
村
内
字
琢
明
八
麻
能
端
能
端

神
社
字
枝
長
八
麻
能
端
神
社
字
小
長
豆
茂

神
社
字
荒
神
原
於
久
神
社
水
利

美
豆
奈
志
神
社
を
合
併
す
。
村
社

に
進
み
し
は
明
治
五
年
十

一
月
な
り
、

棟
札

に
文
保
文
明
永
藤
慶
長
等

の
も

の
あ
り
。
社

に
河
野
通
信
奉
納

の
狛

犬
あ
り
。
四
時
祭
礼

の
内
鹿
拷
衣
祭
柔
拷
衣
祭
と
て
神
衣
を
供
す

る
式

あ

り
。
犬
も
重
き
祭
礼
な
り
と
い
う
。

神
木
胆
八
樹
及

マ
ン
モ
ス
の
骨
矛
等

あ
り

棟
札
後

文
保
二
年
戦



奉
造
立
七
郎
大
明
神
御
社
御
棟
上
　
大
願
主
藤
原
久
道
　
勢
臥

（神
宮
）

百
姓
等

十

一
月
十
五
日

大
守
小
早
川
平
朝
臣
継
忠
公
御
武
運
長
久
　
願
主
小
早
川
佐
利

謹
奉
造
立
豫
一州
三
島
七
島
之
内
大
条
浦
七
郎
大
明
神
御
宝
殿
上
棟

一
字

維
時
文
明
八
稔
軸

之
春
二
月
朔
日

東

風
崎
神

社

　

豊
町
人
長

祭
神
　
士
心
那
都
比
古
神
　
士
心
那
都
比
売
神
　
弥
都
波
能
売
神

殿
字
　
社
殿

一
岬
一天
　
拝
殿

一一而

境
内
　
一三
二
七
坪

由
緒
　
不
明

篠

原

八

幡

神

社

　

豊
町
久
比

棚
騨

群

粧
に
観
播
勧
日

祭
神
　
伊
装
諾
尊
、
伊
装
冊
尊
、
応
神
天
皇

ぽ

庫

下三正
醜

聘

一対
拝

榔
褥

事

膨

一螺

野

一平

境
内
　
一
一八
七
坪

外
　
山
林
二
反
八
畝
三
歩

境
内
社
　
三貝
布
弥
神
社
　
穀
神
社

由
緒
　
創
建
詳
な
ら
ず
天
文
十
六
年

紅
再
建

の
棟
札
写

の
他
古
文
書
な
し
明

明
四
十
年
六
月
神
殿
上
屋
敷
及
神
庫
建
設
す
明
細
帳

に
は
八
幡

の
字
な
し

天

満

神

宮

　

虫ユ霧

友

難

掌

酸

鱈

定

祭
殿
　
菅
原
道
真

殿
字
　
正
殿
一岬
一萩
　
拝
殿
三醐一一豪
批封
　
幣
殿
二醐
一七購
五寸

境
内

、七
二
四
坪

曲
緒
　
天
緑

二
年
七
月
信
実

な
る
も

の
勤
請
初
め
信
実
海
上
に
漂
流
せ
る
空

船

の
着
す
る
を
見

る
に
神
託

に
違
は
ざ

り
け
れ
ば
着
船

せ
る．
岩
上
に
祀
れ

り
石
を
神
元
と
呼
び
今

に
存

せ
り
若

し
此
石
を
機
せ
ば
崇

り
あ
り
と
伝

う

通
志
に
も
亦
天
藤
二
年

群
は
じ
め
て
建

つ
と
い
う
と
あ
り
信
実

の
書

せ
る

縁
記
と
称

す
る
も

の
存
す
大
正
十
年
九
月
村
社
に
昇
格

美
加
登
神
社

　

菫尋
久
比

無
格
社

祭
神
　
市
杵
島
姫
神

殿
字
　
社
殿

一
躙
　
拝
殿
二
躙
　
幣
殿

一
醐

称

名

寺

菫塁各

宗
派
　
真
宗
　
西
本
願
寺
末
　
一九
常
一員
寺
卸
醸
末

本
尊

　
阿
弥

陀

堂
宇
　
本
堂
以
躙

境

内
　
五
〇

四
坪

由
緒
　
寛

文

元
年
僧
教

伝
再
建

と
伝

う
通
志

に
は
龍
音

山

と
号

す
寛

文
元
年

僧

了
玄
開
基

と
あ

り
。
寺

に
親
鸞
自
刻

の
像

あ
り
左

の
縁
記

を
伝

う
。

親
鸞
京
都
五
条
西
ノ
洞
院
に
て
弘
教
の
折
花
園
某
と
い
へ
る
官
女
之
を
聴
聞
し
て
深
く
信
仰
し

後
御
刺
刀
を
受
け
法
名
を
貞
信
と
称
す
此
時
法
話
の
友
か
り
と
て
寿
像
を
自
刻
し
之
に
授
け
し

も
の
即
是
な
り
と
い
う
も
伝
来
明
ら
か
な
ら
ず

阿
爾
陀

堂

本
尊
　
阿
弥
陀

由
緒
　
因
に
堂
は
往
古
阿
弥
陀
坊
の
址
な
り
叉
此
大
門
に
は
他
呼
も
寺
院
あ

り
て
御
手
洗
町
登
光
寺
も
元
と
此
に
あ
り
し
な
り
と
伝
う

薬

師

堂

菫ユＺ

往
昔
東
正
寺
址
に
建

つ
其
本
尊
な
り
と
い
う

本

徳

寺

豊
署

宗
派
　
真
宗

本
尊
　
阿
弥
陀

堂
宇
　
本
堂
統
剛

境
内
　
四
三
〇
坪

由
緒
　
本
寺

は
元
と
慮
品
郡
広
谷
村
本
山
所
在
照
林
寺
を
前
身

と
な
す
同
寺

は
宝
暦
五
年
二
月
本
哲

の
創
立
な
り
し
を
大
正
三
年
此
地
に
移
し
寺
号
を

今

の
名
に
改
む
従
来
本
村

に
は
寺
院
な
く
正
徳
頃
僅

に
地
蔵
観
音
薬
師
三

堂
あ
り
し
の
み
後
大
正
年
間
五
領

圏
村
長

の
時
新
谷

琢
明
金
子
奥

田
及
閑

の
五
真
宗
説
教
所
あ
り
し
を
全
廃
し
て
創
立
し
た
る
も

の
即
ち
是
な
り

10



御

手

洗

唄

御

手
洗

お

い
で
よ

　

ョ
ヤ
サ

ノ
サ

千

島

に
逢

う

て
　
嬉

し

い
た
よ
り
を

　

ン」
と
ず

け

て

安
芸

の
御

手
洗

　
お

て

ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ

セ

ッ
セ

ノ
　

ョ
ー
イ

ト
ナ
ー

御
手
洗

お

い
で
よ

　

ヨ
ヤ
サ

ノ
サ

春

の

い
ろ
ま
ち
　
ンつ
た
ご

え
ひ
ゞ
く

　
さ

ん
ざ

め
く

安
芸

の
御

手
洗
　
お

て

ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ

セ

ッ
セ
ノ
　

ョ
ー
イ

ト
ナ

ー

御
手
洗

お

い
で
よ

　

ョ
ヤ
サ

ノ
サ

夏

の
涼

み

は
　
潮

風

う
た
せ

て

安
芸

の
御

手
洗

　

お

て

ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ

セ

ッ
セ
ノ
　

ョ
ー
イ

ト
ナ
ー

御
手
洗

お

い
で
よ

　

ョ
ヤ

サ

ノ
サ

秋

の
月
見

は
　
海

に
さ
そ

わ
れ
　
波

に
う
く

安
芸

の
御

手
洗

　
お
て

ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ
セ

ッ
セ
ノ
　

ョ
ー
イ

ト
ナ

御
手
洗

お

い
で
よ

　

ョ
ヤ

サ

ノ
サ

小

唄

ま
ぢ

り

の
　

つ
め
引

き
さ

せ

て
　
冬

ご
も

り

安
芸

の
御

手
洗

　
お
て

ゝ
が
な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ

セ

ッ
セ
ノ
　

ョ
ー
イ

ト

ナ
ー

lG

御

手
洗

お

い
で
よ

　

ヨ
ヤ

サ

ノ
サ

御
手
洗
小
唄

　
う

た

い

つ
ゞ
け

て
　

か
れ
る
ま

で

安
候

の
御
手

洗

　
お

て
ヽ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ

ラ

セ

ッ
セ
ノ
　

ョ
ー
イ

ト

ナ
ー

御

手
洗

お

い
で
よ

　

ヨ
ヤ
サ

ノ
サ

む
か
し

エ
ビ

ス
ヤ
　

九
十

九

女
郎

で
　

今

は
寺

安
芸

の
御

手
洗

　
お

て

ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ

セ
ッ
キ一
ノ
　

ョ
ー
イ

ト

ナ
ー

御

手
洗

お

い
で
よ

　

ヨ
ヤ

サ

ノ
サ

な

に
は
ば

か
ん
は
　
帆

を
休

ま
せ

て
　
船

ぞ

ろ

い

安
芸

の
御

手
洗

　
お

て

ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ

ラ

セ

ッ
セ
フ

　

ヨ
ー
イ

ト

ナ
ー

御

手
洗

お

い
で
よ
　

ヨ
ヤ
サ

ノ
サ

櫓

太
鼓

の
　

祭

の
声

は
　

瀬
戸

に
み

つ

安
芸

の
御

手
洗

　
お

て
ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ

セ

ッ
セ
ノ
　

ョ
ー
イ

ト

ナ
ー

御

手
洗

お

い
で
よ

　

ヨ
ヤ

サ

ノ
サ

よ

べ
ば

こ
た

へ
ん
　
下

の
大
崎

　
し
ま

の
な

か

安
芸

の
御

手
洗

　
お

て

ゝ
が

な

る
よ

エ
ン
ヤ
ラ

セ

ッ
セ
ノ
　

ョ
ー
イ

ト

ナ
ー



一
ツ
ト
セ

ニ
ツ
ト
セ

三
ツ
ト
セ

四
ツ
ト
セ

五
ツ
ト
セ

六
ツ
ト
セ

七
ツ
ト
セ

八
ツ
ト
セ

九

ツ
ト
セ

十

ツ
ト
セ 御

手

洗

女

数

〈い
歌
　
（
大
漁
節
》

広

い
日
本
中
に
　
名
も
高

い

御
手
洗
女
郎
衆

の
数

へ
数
　
サ
テ
唄

い
ま
せ
う

船
乗
衆

こ
そ
　
妄
等

の

可
愛

い
殿
御

よ
大
切
に
　

サ
テ
親
切
に

御
手
洗
港
を
　
素
通
れ
ば

妄
し

ゃ
招

い
て
通
し

ゃ
せ
ぬ
　
サ
テ
行

か
し

ゃ
せ
ぬ

夜
毎
に
変
る
　
枕
数

さ
れ
ど
変
ら
ぬ
我
が
心
　
サ
テ

一
筋

に

い
つ
も
仲
よ
く
　
一万
気

よ
く

櫓
拍
子
に
合
せ
て
勉
め
ま
せ
う
　
サ
テ
励
み
ま
せ
う

無

理
な
願
と
　
知
り

つ
ゝ
も

祈
り

ゃ
気
も
す
む
住
吉
に
　
サ
テ
頼
み
ま
せ
う

波

に
咲
く
花
　
女
郎
花

磯

の
香
と
塩
加
減
　
サ
テ
味

の
よ
さ

や
さ
し
い
心
を
　
い
つ
も
持
ち

客

の
気
持

に
添

ひ
ま
せ
う
　

サ
テ
尽
し
ま
せ
う

こ
ま
か
い
妄

の
　
力

で
も

一
心

つ
と
め
て
客

の
為

　
サ
テ
町

の
為

都
会
に
ま
さ
る
　
御
手
洗
に

奮
闘
努
力

で
勉

め
ま
せ
う
　
サ
テ
勉
め
ま
せ
う

御

手

洗

櫓

音

頭

御
手
沈
港
を

ョ
　

素
通
り
す
れ
ば

雷

彼
妓
祈

る
か
　
風
変
る

ョ

（
ト

コ
ラ
ン
プ

ノ

エ
ー
ホ
ヤ

エ
ー
カ
サ

エ
）

御
手
洗
女
郎
衆

の

ョ
　

髪
の
毛
は
強

い

ョ

上
り
下
り

の
　
寺

つ
な
ぐ

ョ

変
展

若
人

ョ
　

御
手
洗
育
ち

ョ

歴
史
豊
か
な
　
我
が
町
ぞ

ョ

今
宵

一
夜
は

ョ
　

ド

ン
ス
の
枕

ョ

明
日
は
船
底
　
浪
枕

ョ

チ
ョ
Ｆ
は
出

て
行
く

ョ
　

鴎
は
帰

る

ョ

色

の
港

に
　
灯

は
う

つ
る

ョ

御
手
洗
を

ョ
　

素
通
る
船

は

ョ

親
子
乗
り
か
や
　
金
な
し
か

ョ

瀬
戸

の
御
手
洗

ョ
　

あ
り

ゃ
良

い
港

ヨ

今
宵
仮
寝

の
　
旅
枕

ョ



斎
灘
か
ら

ョ
　

西
風
吹
け
ば

ョ

何
時
も
港

は
　
宝
船

ョ

主
は
三
夜

の

ョ
　

三
日
月
様

じ

ゃ
ョ

宵

に
チ
ラ
リ
と
　
見
た
ば
か
リ

ョ

青

い
松
葉
を

ョ
　

あ
り

ゃ
見
や
し

ゃ
ん
せ

ョ

枯
れ
て
落

ち
て
も
　
一
一人
連

れ

ョ

逢
う
て
嬉
し
や

ョ
　

別
れ
の
つ
ら
さ

ョ

逢
う
て
別

れ
が
　
無
け
り

ゃ
よ
い

ョ

切
れ
て
バ
ラ
バ

ラ

ョ
　

一扇
の
要

ョ

風

の
た
よ
り
を
　
待

つ
ば

か
リ

ョ

遠
く
は
な
れ
て

ョ

月
が
鏡
に

思

い
出
し
て
は

ョ
　

写
真
を
な
が
め

ョ

な
ぜ
に
写
真

は
　
も

の
云
わ
ぬ

ョ

思

い
出
す
よ
じ

ゃ
　
惚
れ
よ
が
薄

い

ョ

思

い
さ
ず
に
　
忘
れ
ず

に

ョ

（
一
カ
ケ
、
ニ
カ
ケ
、
三
カ

ケ
テ
、
四
カ
ケ
テ
、

五
カ
ケ

テ
、
橋

カ
ケ
テ
、
橋

ノ
欄
干

二
腰
カ
ケ
テ
、
下
カ

ラ
持

上
ゲ
リ

ャ
何

ノ
コ
タ
ナ
イ
）

御

手

洗

節

一
、
離

れ
島

で
も
　
御
手
洗

ア
港

　

ヨ
ウ
　

ト

コ
サ

軒

の
　
マ
タ
　
エ
ッ
サ
ラ
サ

軒

の
下
ま
で
　

ヨ
ウ
ソ

ロ
　

船
が

つ
く

囃
子

（
関
前
灘
な
ら
波
が
立

つ

ヒ
ョ
シ
の
木

に

ゃ
見
ら
れ
な
い
）

（
以
下
同
じ
）

な
れ 逢
lゴ レヽ

よ た
レヽ  レ`
ヨ 時

に
や

二
、
別
れ

つ
ら
さ
に
　
観
音
崎
見
れ
ば
　

ヨ
ウ

夜
明
け
　

マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

夜
明
け
頃
や
ら
　

ヨ
ウ
ソ

ロ
　

ほ
の
ぼ

の
と

三
、

月
の
出
頃
か
　
眺
め

の
沖
を
　

ヨ
ウ

嘩

い
て
　
マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

晴

い
て
千
島
が
　

ヨ
ウ
ソ

ロ

四
、

け
ぼ

の
薄

は
　
穂

に
出
ち

ゃ
招
ね
く
　

ヨ
ウ
　
ト

コ
サ

招
き

ゃ
　

マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

招
き

ゃ
船
さ

ヘ
　

ヨ
ウ
ソ
ロ
　

岸

に
来

る

五
、
沖

の
船
さ

へ
　

一
峯
山
を
　

ヨ
ウ
　

ト

コ
サ

指
し
て
　
マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

指

し
て
港

の
　

ョ
ウ
ソ

ロ
　

中

に
入
る

ト

コ

サ

ト

コ

サ

通
よ
て
来

る



六
、
島
が
邪
魔
す
る
　
大
島
小
島

　

ヨ
ウ
　

ト

コ
サ

恋
し

　

マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

恋
し
御
手
洗

ァ
　

ヨ
ウ
ソ
ロ
　

島
陰

に

七
、
来

い
と
言
う
な
ら
　
観
音
崎

の
　

ョ
ウ
　
ト

コ
サ

潮
は
　
マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
、

潮
は
荒

・
く
も

　

ヨ
ウ
ソ
ロ
　

越
し
て
ゆ
く

八
、
向
う
伊
予
路
と
　
手
と
手
が
届
く
　

ヨ
ウ
　
ト

コ
サ

人
ロ
　
マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

人
目
さ
え
な
き

ゃ
　

ョ
ウ
ソ

ロ
　
袖
も
引
く

九
、
秋

の
夜
長

の
　
蜜
柑

の
頃
は
　

ヨ
ウ
　

ト

コ
サ

島
に

ゃ
　

マ
タ
　
エ
ッ
サ
ラ
サ

島
に

ゃ
黄
金

の
　

ヨ
ウ

ソ
ロ
　

日
が

つ
ゞ
く

十
、
見

せ
て
や
り
た
や
　
住
吉
様

の
　

ヨ
ウ
　

ト

コ
サ

松

は
　
マ
タ
　

エ
ッ
サ
ラ
サ

松

は
相
生

　

ヨ
ウ
ソ
ロ
　

離
り

ゃ
せ
ぬ

お

ち

ょ

ろ

船

愛

の
と
も
づ
な
誰

ゆ
え
ほ
ど
く

瀬
戸

の
入
江

の
　
お
ち

ょ
ろ
船

逢
う
て

一
夜
を
甲
板

の
蔭

で

君

は
情
け
に

／
て
、

泣
く
身
や
ら

海

の
男
の
こ

ゝ
ろ
の
妻
と

知

っ
て
眉
引
く

い
じ
ら
し
さ

ど
う
せ
名
も
な
い
小
島

の
花
は

散

る
が
運
命
と

ノ
イ
＼
言

い
な
が
ら

三
、

む
せ
ぶ
汽
笛

に
ま
た
離
さ
れ
て

泣

い
て
見
送

る
お
ち

ょ
ろ
船

思

い
切
ら
せ
て
行
く
人
よ
り
も

残

る
あ

の
娘
が

／
イ
ヽ

な
お
い
と
し
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